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令和５年第３回定例会議事日程（第２号） 

 

令和５年９月８日（金） 

午 前 10時 00分 開 議  

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 議案第38号 吉富町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

 日程第３ 議案第39号 令和４年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第４ 議案第40号 令和４年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第５ 議案第41号 令和４年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第６ 議案第42号 令和４年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第７ 議案第43号 令和４年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

 日程第８ 議案第44号 令和４年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て 

 日程第９ 報告第６号 令和４年度吉富町健全化判断比率の報告について 

 日程第10 報告第７号 令和４年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告について 

 日程第11 報告第８号 令和４年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告について 

 日程第12 議案第45号 令和５年度吉富町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第13 議案第46号 令和５年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 

 日程第14 議案第47号 令和５年度吉富町水道事業会計補正予算（第２号）について 

 日程第15 議案第48号 教育委員会委員の任命について 

 日程第16 報告第９号 経営状況の報告について（株式会社ツクローネ吉富） 
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令和５年第３回吉富町議会定例会会議録（第２号） 

 

招 集 年 月 日  令和５年９月８日 

招 集 の 場 所  吉富町役場二階議場 

開       会  ９月８日 10時00分 

応  招  議  員  １番 新保 祐介       ６番 横川 清一 

           ２番 丸谷 宏一       ７番 是石 利彦 

           ３番 角畑 正数       ８番 岸本加代子 

           ４番 向野 倍吉       ９番 矢岡  匡 

           ５番 太田 文則       10番 山本 定生 

不 応 招 議 員  なし 

出  席  議  員  応招議員に同じ 

欠  席  議  員  不応招議員に同じ 

 

地方自治法第１２１  町    長 花畑  明   上下水道課長 奥家 照彦 

条の規定により説明  教  育  長 江﨑  藏   地域振興課長 石丸 貴之 

のため会議に出席し  未来まちづくり課長 和才  薫   教 務 課 長 鍛治 幸平 

た者の職氏名     総務財政課長 奥本 仁志   建 設 課 長 軍神 宏充 

           住 民 課 長 友田 哲也   吉富あいあいセンター所長 梅林 正典 

                  岩井 保子   検査会計室長 奥本 恭子 

           福祉保険課長 別府 真二          鍛治 淳子 

           子育て健康課長 石丸 順子   監 査 委 員 是石 英俊 

 

本会議に職務のため  局    長 小原 弘光 

出席した者の職氏名  書    記 靏本  宏 

 

町長提出議案の題目  別紙日程表のとおり 

議員提出議案の題目  別紙日程表のとおり 

税 務 課 長 
会計管理者 

吉富保育園長 
吉富幼稚園長 
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午前10時00分開議 

○議長（山本 定生君）  皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１０名で、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名について 

○議長（山本 定生君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、太田議員、横川議員の２名を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．議案第３８号 吉富町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 

            の制定について 

○議長（山本 定生君）  日程第２、議案第３８号吉富町子ども医療費の支給に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  おはようございます。 

 議案書１ページ、議案第３８号吉富町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてでございます。 

 本条例は、さきの６月定例議会にて条例改正案を御議決頂き、本年１０月から支給対象を

１８歳の年度末まで拡大するに当たり、対象となる児童・保護者の範囲に認識の相違が生じるこ

とがないよう、制度の開始前により明確に規定いたしたく、本条例の一部を改正するものです。 

 議案書２ページと、併せて附属資料１ページをお願いいたします。 

 第２条、定義の第１号、子供につきまして、冒頭の「吉富町の区域内に住所を有する」という

住所要件を削り、第４号の保護者の定義につきまして、「医療保険各号の被保険者であって、吉

富町の区域内に住所を有する」という医療保険の加入についてと住所要件を削り、第３条第１項

にこれらをまとめて規定する文言の整理の改正をいたしております。 

 また、第２条第４号の保護者の定義につきまして、現行では「親権を行う者、後見人その他の

者で子供を現に看護する者をいう」と規定しておりますが、「者」の次に、「または１８歳に達

した子供を現に扶養する者」を加えております。その理由は、改正民法により成人年齢が１８歳

となったことから、成人である満１８歳は保護者の親権や看護下から外れることとなるため、新

たに「扶養する者」を加え、保護者から扶養されている満１８歳に達した成人を本条例の対象と

するよう、規定を整理するものです。 

 第３条につきましては、条全体を改める改正としておりまして、第１項の第１号から第３号ま
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でで、第２条で削除をいたしました保護者と子供の住所要件と医療保険の加入要件についてまと

めて規定をいたしております。第２項では、条例の対象から除外する子供について規定をしてお

りまして、第１号から第３号までは他の公費負担の対象となる児童福祉法上の措置・委託・一時

保護のときについてを、第４号では高等学校等に在学せず、かつ就労等の理由で保護者から扶養

されていないときとして、就職等によりまして自立をしているときについて規定をいたしました。

第５号では、婚姻しているときとして、婚姻により保護者の親権や看護下にないときについて規

定をいたしております。 

 第５条第１項では、子供医療費の支給を受けようとする者について、第３条第１項で新たに規

定をいたしました対象者を適用させる改正をしております。 

 施行期日につきましては、制度開始の令和５年１０月１日としております。 

 以上で、説明を終わります。慎重に御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。 

○議長（山本 定生君）  これから質疑を行います。 

 質疑に当たっては自己の意見は述べられないことになっています。なお、質疑の回数は同一議

員につき同一議題について３回を超えることができないようになっています。よろしくお願いい

たします。また、質問者、答弁者の発言は挙手をし、「議長」と発声の後、私から発言の指名を

受けてから行ってください。 

 以上のことを必ずお守り頂きますよう、よろしくお願いいたします。 

 これより質疑に入ります。本案に対して質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第３８号は、福祉産業建設常任委員会

に付託したいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３８号吉富町子ども医療費の支

給に関する条例の一部を改正する条例の制定については、福祉産業建設常任委員会に付託するこ

とに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．議案第３９号 令和４年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第４．議案第４０号 令和４年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

日程第５．議案第４１号 令和４年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 
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日程第６．議案第４２号 令和４年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第７．議案第４３号 令和４年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に 

            ついて 

日程第８．議案第４４号 令和４年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 

            について 

○議長（山本 定生君）  お諮りいたします。日程第３、議案第３９号から日程第８、議案第

４４号までの６議案を一括議題にしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、日程第３、議案第３９号令和４年度吉

富町一般会計歳入歳出決算の認定についてから日程第８、議案第４４号令和４年度吉富町下水道

事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてまでの６議案を一括議題にいたします。 

 代表監査委員に監査の報告を求めます。是石英俊監査委員。 

○監査委員（是石 英俊君）  地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項並びに地方公営

企業法第３０条第２項の規定により、令和４年度吉富町一般会計、特別会計及び水道事業会計、

下水道事業会計の決算並びに基金の運用状況を示す書類を審査した結果、その意見は次のとおり

であります。 

 １、審査対象、（１）令和４年度吉富町一般会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（２）

令和４年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（３）令和４年度

吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（４）令和４年度吉富町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（５）令和４年度吉富町水道事業会計剰余金

の処分及び決算並びに関係帳簿、証書類。（６）令和４年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分

及び決算並びに関係帳簿、証書類。（７）基金の運用状況。 

 ２、審査終了期日、令和５年８月２８日。 

 各会計について、決算書及び出納日計簿、収入簿並びに支出簿により出納書類を照査の上、慎

重に審査した結果、決算は計数的に正確であり、財務執行は適正であると認定しました。 

 また、基金の運用状況については、その目的に従って適正かつ効率的に運用され、計数及び証

票書類、預金証書などともに合致しており、正確であることを認めました。令和５年９月５日。

吉富町監査委員、是石利彦、同是石英俊。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ありがとうございました。 

 次に、決算の概要について、会計管理者に説明を求めます。会計管理者。 

○会計管理者（岩井 保子君）  町の各会計の令和４年度決算について、お手元の決算の概要によ
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り説明をいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 この表は、一般会計及び特別会計における決算の総括表です。一番下の欄を御覧ください。 

 各会計の歳入決算の合計額は５０億８,９１４万７,８６４円、歳出決算の合計額は４７億

５,６８２万５,０８２円、繰越事業費繰越財源は２,７６８万５,０００円、差引き残高は３億

４６３万７,７８２円です。 

 ２ページをお願いいたします。 

 令和４年度一般会計決算の概要について説明をいたします。 

 １、概要、（１）予算額です。当初予算額３４億３,２００万円、補正予算額４億９,００８万

２,０００円、令和３年度からの繰越事業費繰越額は１億４,００８万４,０００円、予算現額は

４０億６,２１６万６,０００円です。 

 （２）決算額です。歳入額４１億５,９５５万４,９２０円、歳出額３８億５,６４７万

１,１４０円、歳入歳出差引き残額は３億３０８万３,７８０円で、このうち吉富町財政調整基金

条例の規定に基づき１億４,０００万円の決算積立てを行いましたので、令和５年度への繰越額

は１億６,３０８万３,７８０円となっております。 

 なお、この繰越額の中には２,７６８万５,０００円の繰越明許費繰越額が含まれております。 

 （３）は、最近５か年度の決算額の状況を千円単位で表に示しております。 

 ２、歳入、（１）歳入の決算額です。予算現額４０億６,２１６万６,０００円、調定額４１億

９,８００万２,９２５円、収入済額４１億５,９５５万４,９２０円、不納欠損額４９万

３,９４５円、収入未済額は３,７９５万４,０６０円。不納欠損額及び収入未済額の内訳は、備

考に記載のとおりです。 

 （２）は、歳入決算額の科目別内訳です。歳入の科目ごとに令和４年度と令和３年度を比較し

たものでございます。 

 ３ページ、３、歳出、（１）歳出の決算額です。予算現額４０億６,２１６万６,０００円、支

出済額３８億５,６４７万１,１４０円。執行率は９４.９４％、不用額１億７,３７０万

７,８６０円、繰越明許費は３,１９８万７,０００円です。 

 （２）歳出決算額の科目別内訳です。各項ごとの歳出決算額を次の４ページにかけて記載をし

ております。備考欄の不用額等の内訳には、目ごとに１００万円以上の不用額及び繰越明許費に

ついて記載をしております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 （３）歳出決算額の性質別内訳は、令和４年度と令和３年度の決算額を種別ごとに比較したも

のです。 
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 ５ページ、４、町民の負担状況です。歳入総額に対する町民負担の割合は１２.６２％で、令

和３年度と比較して０.７２％増加しております。 

 ５、町債の現在高です。前年度末現在高の合計額は３４億９,９３７万２,０００円で、令和

４年度中に新たに普通債で計１億６,６０２万３,０００円、その他で臨時財政対策債３,１０８万

２,０００円の合計１億９,７１０万５,０００円を起債しておりますが、これについて３億

７８５万１,０００円を償還したことにより、本年度末現在高の合計は３３億８,８６２万

６,０００円となり、昨年度より１億１,０７４万６,０００円減少しております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 ６、町有財産の状況です。土地は、２,９４４平方メートル増加し、３４万９,９２９平方メー

トルです。かわまちづくり事業用地、職員駐車場用地の購入のほか、寄附により増加をしており

ます。 

 建物は、増減がなく、３万１,１３５平方メートルです。 

 車両は、防犯パトロール用車両を１台廃車し、３０台の保有となりました。 

 一般会計に属する基金は年度中に９,２３８万６,０００円増加し、基金合計額は２７億

３,７２３万５,０００円です。新たに積み立てた基金は、財政調整基金が１億１,０００万円、

公共下水道事業費基金が１億４,０００万円、ふるさと吉富まちづくり応援基金が２,３０８万

１,９９２円、収入印紙公売基金が８９万９,９００円です。また、ほかに利息積立てが合計で

２５５万６,９３７円ありました。 

 取崩しを行った基金は、減債基金が５万８,６８０円、地域振興基金が１,４６２万８,２１４円、

公共下水道事業費基金が１億５,８００万円、ふるさと吉富まちづくり応援基金が１,０５３万

６,３３４円、収入印紙公売基金が９３万１,０００円です。備考欄には、各基金の令和５年３月

３１日の現在高を記載しております。 

 権利は、年度中に京築地区水道企業団への出資金が１０万円増え、３億７,２９８万５,０００円

となっております。債権の増減はありません。 

 ７、一部事務組合財産の状況です。土地、建物に関する増減はありません。 

 組合債の残高につきましては、吉富町外一市中学校組合は２,２２９万円減少し、１億

５,３４６万５,０００円、豊前市外二町清掃施設組合は３,８３４万円減少し、残高がゼロに、

京築広域市町村圏事務組合は３,４９１万１,０００円減少し、３億１,３１７万２,０００円、京

築地区水道企業団は２億３,２３５万４,０００円が減少し、２９億１,８７４万９,０００円でご

ざいます。 

 ７ページから８ページにかけましては、歳入歳出決算の科目別の割合を円グラフで示しており

ます。 
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 ９ページをお願いいたします。 

 国民健康保険特別会計決算の概要です。 

 １、概要、（１）予算額です。当初予算額７億９,５６１万９,０００円、補正予算額

２,８３２万５,０００円、予算現額は８億２,３９４万４,０００円です。 

 （２）決算額です。歳入額７億８,８９６万６,３３２円、歳出額７億７,０８２万２,４４１円、

歳入歳出差引き残額は１,８１４万３,８９１円です。基金への積立てはありませんので、翌年度

繰越額は歳入歳出差引き残額と同額の１,８１４万３,８９１円です。 

 （３）は、最近３か年度の決算額の状況を千円単位で記載しております。 

 次に、２、歳入、（１）歳入の決算額です。予算現額８億２,３９４万４,０００円、調定額

８億９８４万９,６３６円、収入済額７億８,８９６万６,３３２円、不納欠損はありません。収

入未済額は２,０８８万３,３０４円です。 

 （２）歳入決算額の科目別内訳は、歳入の科目ごとに令和４年度と令和３年度を比較したもの

でございます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 ３、歳出、（１）歳出の決算額です。予算現額８億２,３９４万４,０００円、支出済額７億

７,０８２万２,４４１円、執行率は９３.５５％、不用額は５,３１２万１,５５９円で、内訳は

備考に記載しているとおりです。 

 （２）歳出決算額の科目別内訳は、歳出科目ごとの令和４年度と令和３年度の比較です。 

 ４、被保険者の負担状況です。令和４年度と令和３年度を比較したもので、令和４年度の歳入

総額に対する被保険者負担の割合は１４.０３％です。 

 ５、基金です。保険給付費支払準備基金は、年度中に１万１４３円を積み立てましたが、

２,０１５万５,７１８円を取り崩したため、２,０１４万５,５７５円減少し、本年度末現在高は

１億１,００５万４,００１円です。高額療養資金貸付基金は、年度中の増減はなく、本年度末現

在高は原資額の３５０万円です。 

 ６、債券はございません。 

 １１ページをお願いいたします。 

 奨学金特別会計決算の概要です。 

 １、予算額です。当初予算額３,３７７万４,０００円、補正予算額は９７７万１,０００円の

減額で、予算現額２,４００万３,０００円です。 

 ２、決算額です。歳入額２,３８６万９,９０２円、歳出額１,５５１万３,７９６円、歳入歳出

差引き残額８３５万６,１０６円で、全額が翌年度への繰越額となります。 

 ３、歳入の決算額は、科目ごとの予算現額と収入済額、差引き増減を記載しております。差引
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き増減の三角表記は歳入超過を示しております。 

 ４、歳出の決算額は、科目ごとの予算現額と支出済額、不用額を記載しております。 

 続きまして、５、基金です。奨学金基金は、年度中に利息と合わせて６８１万３,６７０円を

積み立て、今年度末現在高は１億１６万６,９３４円となっております。 

 １２ページをお願いいたします。 

 後期高齢者医療特別会計決算の概要です。 

 １、予算額です。当初予算額１億１,５０９万９,０００円、補正予算額２４６万８,０００円、

予算現額は１億１,７５６万７,０００円です。 

 ２、決算額です。歳入額１億１,６７５万６,７１０円、歳出額１億１,４０１万７,７０５円、

歳入歳出差引き残額２７３万９,００５円で、全額が翌年度への繰越額となります。 

 次に、３、歳入の決算額は、科目ごとの予算現額と収入済額、差引き増減及び令和３年度の決

算額を記載しております。差引き増減の三角表記は歳入超過を示しております。 

 また、令和３年度決算額との比較は、合計で５０１万６,６９７円の増額です。 

 ４、歳出の決算額です。科目ごとの予算現額と支出済額、不用額、令和３年度決算額を記載し

ております。令和３年度決算額との比較は、合計で４９１万６,５７４円の増額でございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（山本 定生君）  引き続き、水道事業会計、下水道事業会計の決算の概要について、担当

課長の説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  それでは、１３ページをお願いをいたします。 

 令和４年度吉富町水道事業会計決算の概要につきまして、御説明をいたします。 

 １、収益的収入及び支出、まず、収入につきまして、当初予算額１億５,１４６万円、補正予

算額は３２万２,０００円、予算現額は１億５,１７８万２,０００円です。支出につきましては、

当初予算額１億４,０１６万９,０００円、補正予算額は１５６万円、予算現額は１億４,１７２万

９,０００円です。これに対しまして、決算額は収入１億５,８０２万３,５５９円、支出は１億

２,７７０万９,３１１円で、収入支出差引き残高は３,０３１万４,２４８円となっております。 

 次に、２、資本的収入及び支出です。収入につきましては、当初予算額１億３,５５６万

４,０００円、補正予算額マイナス２,１０４万８,０００円、予算現額は１億１,４５１万

６,０００円です。支出につきましては、当初予算額１億７,９１３万９,０００円に、補正予算

額マイナス２,１５０万円、地方公営企業法第２６条の規定による繰越額２３０万円を合わせま

して、予算現額は１億５,９９３万９,０００円となっております。これに対し、決算額は収入

３,６１５万８,０００円、支出は５,２０３万４,０３９円で、収入支出差引き残高はマイナスの

１,５８７万６,０３９円となっております。 
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 この資本的収入が資本的支出額に不足する額１,５８７万６,０３９円は、過年度損益勘定留保

資金２４０万７,８６８円と、当年度損益勘定留保資金１,１７８万５,７５７円、当年度消費税

及び地方消費税資本的収支調整額１６８万２,４１４円で補痾をいたしております。 

 続きまして、３、契約の要旨でございます。令和４年度における契約のうち、主なものを掲載

をしております。４番目に掲載の令和３年度下水道工事に伴う配水管布設替え工事（昭和地区水

道内）は、令和３年度からの繰越し工事で施工したものであることから、令和４年度決算に計上

されているものでございます。 

 ４、業務についてであります。年度末給水人口のほか、記載の項目につきまして、令和４年度

と令和３年度を比較して掲載してございます。年度末給水人口は６,８００人で、令和３年度に

比べ、６３人の減となっており、これに伴いまして３行目、年間配水量、４行目、年間１日配水

量、５行目、年間給水量まで令和３年度比でいずれもマイナスの数値となっております。これは、

給水人口の減が、それぞれ水量の減少に影響した結果となっております。有収率につきましては、

令和３年度に比べ、３.６４％上昇の９８.２６％でありました。令和４年度も徹底した漏水の対

応に努めまして、幸いにして大きな漏水もなく、引き続き高い有収率に収めることができました。

今後も、日々の配水量管理におきましては、入念な監視を行い、漏水の早期発見、早期修理に努

め、有収率の維持を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、５、企業債及び一時借入金の概要です。企業債につきましては、現在の残高は、第３配

水池築造工事と下水道工事に伴う本管布設替え工事分が主なものであり、前年度末残高５億

７,９７５万６,１０８円に本年度借入額２,５４０万円を加えまして、本年度償還高が

２,２７６万９,４８５円ですので、これを差し引きまして、本年度末残高は５億８,２３８万

６,６２３円となっております。 

 一時借入金はございません。 

 ６、令和４年度水道事業会計固定資産明細でございます。 

 固定資産の年度当初現在高は２２億７,６４６万５,３９７円で、当年度増加額は２,６６０万

４,１４０円、当年度減少額は６９１万５,５３０円、差引きいたしました年度末現在高は２２億

９,６１５万４,００７円でございます。 

 最後に、当年度減価償却増加額は３,５６３万７,４７７円、当年度減価償却減少額は６５６万

９,７５６円で、減価償却累計額総計は８億８,８８９万４,１９８円となっており、年度末償却

未済高は１４億７２５万９,８０９円であります。 

 以上で、令和４年度吉富町水道事業会計決算の概要について御説明を終わります。 

 引き続いて、次いいですか。 

○議長（山本 定生君）  引き続き、お願いします。 
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○上下水道課長（奥家 照彦君）  それでは、引き続きまして１４ページのほうをお願いいたしま

す。 

 令和４年度吉富町下水道事業会計決算の概要につきまして御説明をいたします。 

 １、収益的収入及び支出です。収入につきましては、当初予算額が２億８,６７５万８,０００円

で、補正予算額はマイナス７４４万５,０００円、予算現額は２億７,９３１万３,０００円です。

支出につきましては、当初予算額２億７,４１９万５,０００円に、補正予算額マイナス３３８万

６,０００円、予算現額は２億７,０８０万９,０００円です。これに対しまして、決算額は収入

２億７,２８１万２,９５４円、支出は２億６,３６５万２,８００円で、収入支出差引き残高は

９１６万１３４円となっております。 

 次に、２、資本的収入及び支出です。収入につきましては、当初予算額３億５,２１３万

１,０００円、補正予算額マイナス１,９３４万７,０００円、地方公営企業法第２６条の規定に

よる繰越額１,６７０万円を合わせまして、予算現額は３億４,９４８万４,０００円です。支出

につきましても、当初予算額４億６,３７４万８,０００円に、補正予算額マイナス３,０７４万

円と地方公営企業法第２６条の規定による繰越額１,７６０万円を合わせまして、予算現額４億

５,０６０万８,０００円となっております。これに対し、決算額は収入１億９,２３８万

４,２００円、支出は１億８,８０３万８,８５８円、収入支出差引き残高は４３４万５,３４２円

となっております。 

 資本的収入額（前年度支出に充当した７２０万円及び翌年度繰越額の財源９,４６６万

９,８００円除く）が資本的支出額に不足する額９,７５２万４,４５８円は、過年度損益勘定留

保資金１,４８０万７,２４７円と当年度損益勘定留保資金７,３８１万７,２１１円で補痾をいた

しております。 

 なお、不足する額８９０万円は、当年度同意済企業債の未発行分をもって、翌年度に措置する

ものとしております。 

 続きまして、３、契約の要旨でございます。水道事業と同様に、令和４年度における契約の中

から主なものを掲載をしております。 

 ４、業務についてであります。行政区域内人口のほか、記載の項目につきまして、令和４年度

と令和３年度を比較して掲載してございます。令和４年度末の行政区域内人口は６,６３３人で、

令和３年度末に比べ、４１人の減になっておりますが、下水の処理区域内人口は、下水道事業区

域の拡張に伴いまして、令和４年度４,３４０人と令和３年度に比べまして１５０人増加してお

ります。水洗化人口も、令和４年度２,４０８人と、供用開始区域の拡張に伴いまして１０８人

の増加。年度末処理戸数も１,１１２戸となり、７１戸の増となっております。普及率は、令和

４年度６５.４３％となりまして、昨年度より２.６５％の増。有収率も、下水道使用者の増加に
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伴いまして、前年度水量より１万２,８７３立方メートル増の２６万２,０８３立方メートルとな

っております。 

 下水道事業は、皆様の御理解御協力によりまして、水洗化人口、普及率等順調に伸びていると

ころでございます。今後も、下水道接続者の増加推進に努めてまいりたいと思いますので、引き

続き、御支援のほどよろしくお願いいたします。 

 次に、５、企業債及び一時借入金の概要です。企業債につきましては、前年度末残高２８億

４,４７４万７,２７１円に、本年度借入高１億１,３１０万円を加えまして、本年度償還高１億

１,５０１万７,７５８円を差し引きまして、本年度末残高は２８億４,２８２万９,５１３円とな

っております。 

 一時借入金はございません。 

 ６、令和４年度下水道事業会計固定資産明細でございます。 

 固定資産の年度当初現在高は５７億２６２万９,４０５円で、当年度増加額は７,０８３万

５,９６４円、当年度減少額は４１１万６,９７７円。差し引きました年度末現在高は５７億

６,９３４万８,３９２円です。 

 最後に、当年度減価償却増加額は１億５,４７９万１,４３０円、当年度減価償却減少額はなく、

減価償却累計額総計は６億７４２万８,８０７円となっておりまして、年度末償却未済高は

５１億６,１９１万９,５８５円です。 

 以上で、令和４年度吉富町下水道事業会計決算の概要についての説明を終わります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  決算の概要説明が終わりました。 

 引き続き、議案第３９号令和４年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定についてを議題といた

します。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています、議案第３９号令和４年度吉富町一般会計歳

入歳出決算の認定については、本日は決算書の内容について執行部からの説明を受けることにと

どめ、質疑を省略し、予算決算委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第３９号令和４年度吉富町一般会

計歳入歳出決算の認定については、本日は決算の内容について執行部からの説明を受けることに

とどめ、質疑を省略し、予算決算委員会に付託することに決しました。 

 それでは、決算書の一般会計歳入歳出決算事項別明細書１ページをお開きください。 

 執行部に追って説明を求めます。 

 なお、これ以降の説明については、着座のまま挙手にて進めていただくようによろしくお願い
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いたします。 

 事項別明細書１ページ。税務課長。 

○税務課長（岩井 保子君）  １ページから２ページにかけまして、１款町税について説明をいた

します。 

 調定額は前年度より３０４万６,６２３円増加し、８億１,８６３万１,７６１円でございます。

税別の内訳といたしまして、１項町民税が４６９万６,１３５円の増額で、そのうち、１目個人

町民税は３０万３,２１０円、２目法人町民税は４３９万２,９２５円、ともに増額となっており

ます。 

 ２項固定資産税は４７９万７,４４０円減額しております。 

 ３項軽自動車税につきましては、１４０万３,１００円の増額です。 

 ４項たばこ税も１７４万４,８２８円の増額となっております。 

 収入済額は、前年度より１,０５３万１,５２７円の増額の７億８,４７８万７,３５２円でござ

います。 

 不納欠損額は４９万３,９４５円で、前年度より７３９万８,５５５円減少しております。理由

といたしましては、住民基本台帳の職権消除による居所不明、滞納処分可能な財産がないことに

よる執行停止、納税義務者の死亡に伴う相続放棄や法人の倒産や解散で納税義務者が不存在とな

ったことによるもので、個人町民税が８件、固定資産税が６件です。滞納者数は１５３人で、前

年度より４人減少しております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  それでは、３ページ、４ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  ３ページを御覧ください。 

 １番下の１０款１項１目地方交付税で、予算額１４億１,４７１万４,０００円に対し、調定額、

収入済額ともに１４億５,７８８万２,０００円でございます。内訳としましては、１節普通交付

税が予算額、調定額、収入済額全て１３億４,４７１万４,０００円、２節特別交付税が予算額

７,０００万円に対し、調定額、収入済額がともに１億１,３１６万８,０００円でございます。 

 このうち、普通交付税につきましては、対前年度比で４,３００万円ほどの増となっておりま

すが、臨時財政対策債への振替分が前年度比８,０００万円ほど大きく減少をしておりまして、

トータルで見ますと、前年度からは約３,７００万円、２.６％ほどの減というふうになっており

ます。 

 一方で、特別交付税につきましては、定住自立圏関連事業や地域おこし協力隊など特別交付税

措置がされる事業の増加などにより、前年度比約２,３００万円、２５.３％の大幅増となってお

ります。 
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 以上です。 

○議長（山本 定生君）  それでは、５ページ、６ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  １２款１項１目１節の児童福祉費負担金です。予算額

３,０６１万９,０００円に対しまして、調定額は３,０６６万８,６３４円、収入済額は

２,９６９万６,３６４円で、収入未済額は９７万２,２７０円です。 

 この内訳で、備考一番上の町立保育園保育料から５項目めまでの他市町村運営費負担金、この

項目まででございますが、現年分の保育料等の収入未済額は３０万５,０６０円で、収納率は

９８.７２％、滞納者は５名でございます。滞納繰越分の収入未済額は６６万７,２１０円で、収

納率は３２.５１％、滞納者は１１名です。備考下の２項目の収納率は１００％で、一番下の放

課後児童クラブ保育料は、現年分の調定額及び収入済額が５７０万３,９４５円、滞納繰越分の

調定額及び収入済額は８万６,６００円でございます。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ４ページ終わりね。すみません、引き続き、５ページ、６ページ。

７ページ、８ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  ７ページをお願いいたします。 

 １４款１項２目１節の保健衛生費負担金です。備考２項目め、新型コロナウイルスワクチン接

種対策費負担金は、繰越分を合わせた予算額１,９６３万６,０００円に対しまして、収入済額

２,５９６万７,４４８円です。ワクチンの集団接種時に医師・看護師に支払う業務委託料や、病

院等での個別接種時に病院に支払う接種委託料の支出見込額に対する負担金で、繰越事業分

７６１万５,２５７円を含んでおります。補助率は、１０分の１０です。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  ８ページお願いします。 

 １４款２項１目５節住民税非課税世帯等に対する臨時福祉給付金補助金です。新型コロナウイ

ルス感染症の影響が長期化する中で、令和３年度住民税非課税世帯や家計急変世帯に対する１世

帯１０万円の給付金の支給事業です。 

 令和３年１２月２０日に国の補正予算が成立し、給付金の申請期限が令和４年９月３０日まで

であったことから、４月１日以降の給付金支給を繰越明許費により継続実施したものであります。 

 また、内閣府から４月２８日に原油価格・物価高騰等総合緊急対策に伴う臨時特別給付金の通

知がございまして、コロナ禍における原油価格・物価高騰に対する支援措置として、３年度繰越

明許費を活用し、４年度の住民税非課税世帯並びに家計急変世帯に対する１世帯１０万円の特別

給付金による経済支援措置を含む内容であります。 
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 次に、８節電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金補助金です。令和４年９月９日の内

閣府物価・賃金・生活総合対策本部における電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏

まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり５万円を支給する方

針が示されております。価格高騰による家計負担の影響が大きい令和４年度の住民税非課税世帯

及び家計急変世帯に対する価格高騰緊急支援給付金における補助金という内容でございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  同じく１目でございます。６節低所得の子育て世帯に対する

生活支援特別給付金補助金です。予算額３８７万６,０００円に対し、調定額、収入額ともに

５２１万５,０００円です。 

 備考１項目めの事業費補助金は、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、食

料品等の物価高騰等に直面する低所得の子育て世帯に給付をしました給付金に対して交付をされ

たもので、給付の対象は令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当の受給者かつ令和

４年度分の住民税均等割が非課税の方で、給付額は児童１人当たり５万円です。２項目めの事務

費補助金につきましては、制度実施のための電算システム改修委託料等となっており、補助率は

いずれも１０分の１０です。 

 続いて、２目２節疾病予防対策事業費補助金です。２項目めの新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保事業費補助金は、繰越分と合わせた予算額３,９６０万１,０００円に対し、収入額は

４,５０３万４,０００円で、ワクチンの集団接種や個別接種に係る費用のうち、先ほど７ページ

で御説明しました１４款１項２目１節の負担金で措置される医師・看護師の委託料や接種の委託

料を除く費用の支出見込額に対して交付をされたものでございます。補助率は１０分の１０です。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ７ページ、８ページほかありませんね。それでは、９ページ、１０ペー

ジ。地域振興課長。 

○地域振興課長（石丸 貴之君）  ９ページ、１４款２項５目２節地方創生推進交付金でございま

す。予算額１,１５６万６,０００円に対しまして、調定、収入済額１,１５６万６,０００円、補

助率につきましては２分の１となっております。 

 この内訳ですが、大きく４つの事業を行っております。事業の内容については、交流マルシェ、

特産品開発、チャレンジショップやまちづくり会社発展支援となっております。これら全ては地

方創生推進交付金事業で実施し、交付につきましては各事業に充当しております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ほかに、９ページ、１０ページありませんか。１１ページ、１２ページ。



- 16 - 

子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  １１ページをお願いいたします。 

 １５款２項２目２節児童福祉費補助金です。予算額６５１万９,０００円のうち、子育て健康

課分の予算額５７２万８,０００円に対しまして、調定額、収入額はともに４７１万１,５００円

です。予算額を１０１万６,５００円下回っております。その要因は、事業実績額に応じて補助

される仕組みとなっております一時預かり事業と延長保育事業の支出の事業費が予算額を下回っ

たことが要因となっております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  いいですか。１３ページ、１４ページ。会計管理者。 

○会計管理者（岩井 保子君）  １４ページ、１６款１項２目１節利子及び配当金のうち、財政調

整基金利子で前年度より１８６万２,６１８円増額の２４７万６,８３４円でございます。令和

４年度から開始した国や地方公共団体、財政投融資機関が発行する債券による資金運用に伴い、

増額いたしております。 

 令和４年度末基金保有額１４億３,６７５万３,２６０円のうち、４億３,０００万円が債券で、

利子として２１３万２,２８７円の収入がありました。なお、購入した債券の一部はＳＤＧｓに

代表される環境問題や社会的課題の解決に資金が使われるＥＳＧ債で、資金形成を図るとともに

社会貢献にもつながり、投資表明を通して町の取組を内外に周知いたしております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  同じく１４ページです。 

 １６款１項２目１節利子及び配当金のうち、地域福祉基金分についてです。福祉保険課が管理

します地域福祉基金についても、先ほどの説明同様に、国庫債券による運用と定期預金での運用

利息、それぞれ８０万円と４８０万円が基金運用による利息収入として増額しております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  １４ページの１７款１項２目ふるさと吉富まちづくり応援寄附

金で、予算額６,９６７万８,０００円に対し、調定額、収入額ともに６,５３５万１,０００円で

ございます。内訳としましては、個人版のふるさと納税が３,３４４件、３,８８７万３,０００円、

前年度比で１,８９５件、１,７８２万６,０００円の増加、企業版ふるさと納税が８社で

２,６４７万８,０００円、前年度比で６社、２,３３７万８,０００円の増となっております。 

 個人版につきましては、ポータルサイトの追加や返礼品の種類の増加などの地道な努力に加え、

１１月に開始した牛肉の商品が当たり、大きく寄附を伸ばすことができたことなどが要因で、前
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年度に比べ、ほぼ倍近くの寄附を頂きました。 

 企業版ふるさと納税につきましては、本町のかわまちづくり事業や脱炭素、ＳＤＧｓなどの取

組に賛同を頂いた企業から多くの寄附を頂くことができました。 

 今後も、貴重な自主財源として、少しでも多くのふるさと納税を吉富町に頂けるよう、しっか

りと取組を進めてまいります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  それでは、１５ページ、１６ページ。福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  １６ページ、２０款３項１目５節、下から２番目の雑入のうち、

町営住宅家賃相当損害金についてです。２月２０日に発生しました別府団地１０５号室の住戸火

災に伴い、復旧工事期間中の６月から８月までの３か月分の家賃相当額を損害金として受け入れ

たものでございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  １５、１６よろしいですか。それでは、１７ページまで。よろしいです

か。 

 それでは暫時休憩いたします。再開は１１時１０分から。 

午前10時58分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 

○議長（山本 定生君）  それでは再開いたします。 

 歳出１８ページ、１９ページ、２０ページ、未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  ２０ページをお願いします。中ほどの２款１項１目

１０節需要費でございます。備考の一番下、町政施行８０周年記念事業費から１万４,０００円

の流用を行っております。この流用は、その上の修繕費で、９月に襲来しました台風により、昭

和、今吉上、界木の地区内の掲示板の屋根、支柱が被災をし、その復旧費用に予算の不足を生じ

ましたので流用させていただいて復旧いたしました。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  いいですか。では、２１ページ、２２ページ、２３ページ、２４ページ、

２５ページ、２６ページ、２７ページ、２８ページ、地域振興課長。 

○地域振興課長（石丸 貴之君）  ２７ページ、２款１項１４目まち・ひと・しごと創生事業費

１８節負担金、補助及び交付金についてでございます。 

 地域振興課予算につきましては、１,３４４万３,０００円に対しまして、支出額１,０７８万

５,８７２円、不用額２６５万７,１２８円となっております。 
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 主な理由といたしましては、上から３番目、創業促進事業助成金５０万円の支出になっており

ます。予算につきましては、６件の事業所を想定しておりましたが、申請につきましては、１件

のみの上限５０万円のみの申請となりましたので、この支出に関しまして、２５０万円の不用額

となっております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  住民課長。 

○住民課長（友田 哲也君）  ２款１項１４目まち・ひと・しごと創生事業費の１８節負担金、補

助及び交付金の上２つの空き家関連の不用額について御説明いたします。 

 まずは、１番目の空家改修事業費補助金です。空き家バンクに登録された空き家の改修工事費

用を２分１、限度額５０万円、家財の処分費用２分１を限度額１０万円について補助するもので

ございまして、予算額２００万円に対しまして不用額が７４万８,０００円でございます。実績

のほうとしましては、空き家の改修工事費用が３件、家財処分が２件でございました。 

 その下の空家バンク利用促進補助金は、空き家バンクを介して物件を賃貸または購入された方

に対し、仲介手通料の一部を５万円限度に補助するもので、予算額２５万円に対しまして扶養額

が１６万７,０００円で、補助件数は２件となっております。 

 両補助金とも年度末まで交付申請が可能ですので、減額補正は行わず執行残が生じております。 

 続いて、１５目交通政策費の１２節委託料の不用額５１７万２,３０８円について、御説明い

たします。 

 備考に記載しております、４つの公共交通の運行に必要な経費を計上しておりましたが、委託

料の支払いにつきましては、運行経費から運賃収入分を差し引いた金額を支払いますので、その

分執行残が生じたものでございます。 

 各項目の執行残と乗客数を申し上げます。 

 築上東部乗合タクシーは予算額３１１万１,０００円に対しまして、執行残が８１万５,７９０円

で１万４,１６９人、こちらのほうは上毛町の方も含んだ数値になっております。 

 次の町内巡回バスは予算額５０４万２,０００円に対しまして、執行残が３４万４,３５０円で

５,５０２人、コミュニティバス豊前・中津線は、予算額２６８万７,０００円に対しまして、執

行残が５１万１,２６８円で７,６７４人。 

 一番下のデマンドタクシーは、予算額３６６万２,０００円に対しまして、執行残が３５０万

２９０円で３６６人でございます。このデマンドタクシーにつきましては、委託業者の車両を使

用していますので、車両の維持管理費や人件費のほうが不要でございまして、予約があった日の

みタクシーの運賃から１人当たりの利用料を差し引いた金額が運行委託料となるため、執行残が

多くなっております。 



- 19 - 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  それでは、２９ページ、３０ページ、住民課長。 

○住民課長（友田 哲也君）  ２款３項１目戸籍住民基本台帳費の１８節負担金、補助及び交付金

の不用額１０９万２,７４０円について御説明いたします。 

 主なものは、すみません、３１ページになるんですけれども、転入転出ワンストップ化対応業

務委託料でございまして、予算額が４５１万円に対しまして、不用額が９３万５,０００円とな

っております。 

 こちらは、マイナンバーカード所有者の転入転出時の手続の利便性を図るもので、令和３年度

からの繰越事業でございまして、予算を計上したときは、国の補助金が３分の２でございました

が、年度が明けて精査した結果、事業費３５７万５,０００円全額が国の補助金が該当するよう

になりまして、繰越事業でしたので減額補正が行えず、執行残が生じております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ３１ページ、３２ページ、３３ページ、３４ページ、３５ページ、

３６ページ、福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  ３５ページ、３款１項１目社会福祉総務費１８節負担金、補助

及び交付金のうち、下から３つの部分についてです。 

 住民税非課税世帯等に対する臨時福祉給付金で、継続費及び繰越事業費繰越額での２,９０６万

４,０００円を財源とした令和４年度９月３０日が申請期限の給付金事業と、コロナ禍での原油

価格や物価高騰への支援措置として、令和４年度住民税確定後の非課税世帯並びに家計急変世帯

の緊急支援事業について、繰越明許費を活用した給付事務による対応であります。 

 住民税非課税世帯等に対する臨時福祉給付金として、（３年度）記載のある３８０万円につき

ましては、令和４年９月３０日を申請期限とする給付金のうち、４月以降に申請受付した３８世

帯分の支給実績となります。 

 また、（４年度）の記載のある８７０万円につきましては、コロナ禍の原油価格や物価高騰の

支援として、３年度給付金の対象とならない世帯のうち、令和４年度非課税世帯８７世帯への繰

越明許費を活用した緊急支援給付金です。 

 また、一番下の電力・ガス・食料品等の価格高騰による家計への影響が大きい住民税非課税世

帯及び家計急変世帯に対する１世帯５万円の緊急支援給付金については、８１５世帯への支援給

付金の支給実績であります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ３７ページ、３８ページ、福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  ３７ページ、３款１項１目老人福祉費１８節負担金、補助及び
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交付金です。 

 国の電気・ガス・食料品等価格高騰重点地方交付金を活用し、物価高騰の影響が生じる介護

サービス事業所、施設のうち、町が管轄のグループホームなどの入所系施設、デイサービスやデ

イケアなどの通所系施設、居宅介護支援など訪問系施設に対する申請に基づく支援金の支給事業

で活用したものです。４法人に対して交付をした実績であります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ３９ページ、４０ページ、福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  ３款１項８目住民福祉センター費１４節工事請負費です。 

 令和３年４月から一般利用の開始以降、コロナ感染拡大防止のため一部利用等の制限をしてい

たものを徐々に緩和した中、利用団体も増加し、中でも建物内で特に日差しが強く差し込み、高

温となる自動ドア付近のロビー西側窓へのレースカーテン、それから２階の給湯室の東側窓にブ

ラインドを設置し、夏を前に速やかに対応する必要がございました。予備費から充用させていた

だき、施工対応しております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  ４０ページ、お願いします。３款２項１目児童福祉総務費の

１０節需用費です。１１７万３,１２３円の不用額となっております。このうち、食糧費の不用

額が６７万３,２０９円で多くなっております。学童保育のおやつ代で、年度途中の退所による

児童数の減や土曜日の欠席、新型コロナウイルス感染症の感染や濃厚接触者となったことによる

欠席が主な要因です。 

 続いて、１２節委託料です。９２４万３,０１４円の不用額となっております。保育所への年

度末までの新規入所に備え予算を確保しておく必要がありましたため、不用額生じております。 

 なお、支出額自体は令和３年度と比較して９２万９,０００円の増となっておりまして、その

主な要因は、委託料の単価として年齢や定員数ごとに定められた公定価格、それに入所の児童数

を掛けまして委託料を支出しておりますが、その公定価格の増額見直しが行われました。それに

加えまして、町外施設への入所児童数が増加したことによって約７００万円の増となっておりま

す。 

 すみません、４１ページになりますが、放課後児童クラブ運営委託料につきまして、令和４年

度から新たな３年間の契約を締結しておりまして、また、学校休業日の開所時間を朝８時として

おりましたが、７時３０分に前倒しをして拡大したことによりまして、２９７万円の増となって

おります。 

 以上でございます。 
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○議長（山本 定生君）  それでは、４１ページ、４２ページ、子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  ４１ページお願いします。３款２項１目児童福祉総務費

１８節負担金、補助及び交付金です。３１３万８,０６０円の不用額となっております。 

 備考の上から４項目めの保育所施設整備費で１６３万８,０００円の不用額、一番下の障害児

保育事業で１５０万円の不用額が出ておりまして、上の保育所施設整備費は、社会福祉法人わつ

なぎ会つくしんぼ保育所の認可化に向けた施設新築工事費に対し、吉富町民間保育所施設整備補

助金交付要綱に基づきまして、厚労省の保育所等施設整備交付金の交付対象額について、令和

４年度の工事の進捗率４０％を掛けたものに対して、国３分の２、町１２分の１の負担割合で交

付をしたものです。 

 ここに不用額が生じた理由でございますが、交付金の申請時には、仮設のプレハブ園舎に係る

経費についても対象となるというふうに判断をして予算を計上しておりましたけれども、精査の

結果、対象外経費でありましたので執行残となっております。 

 なお、同施設は令和５年７月１日に認可化をされております。 

 もう一つの障害児保育事業につきましては、保育士２名分の予算を確保しておりましたが、

１名の配置であったため１名分が不用額となっております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ４３ページ、４４ページ、子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  ２点、４２ページでお願いをいたします。 

 ３款２項２目児童措置費の１８節負担金、補助及び交付金です。２２１万１,１６８円の不用

額です。主な要因は、特別保育事業補助金で、一時預かり事業、延長保育事業の利用が予算計上

数を下回ったことによります。 

 その下、１９節扶助費は１４１万６,１５０円の不用額です。主な要因は、２項目めの子育て

のための施設等利用給付費で、年度末までの新規申請に備えて予算を確保しておく必要があった

ための不用額が生じております。 

 この事業は、認可外保育所の施設利用料や幼稚園の預かり保育利用料について、町の要綱に基

づく給付をしておりまして、支出額は令和３年度とほぼ同額となっております。 

 その下、２２節です。備考にございますように、予備費から５０万円の充用をしております。

同額を返還金として支出をしておりまして、予算計上は支払い期限に間に合わず予備費を充用さ

せていただきました。 

 内容は、令和３年度の子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金の返還金で、新型コロナウイル

ス感染症対応の子育て世帯への支援施策として、児童手当制度の所得制限で、ゼロ歳から高校

３年生までの子供１人当たり１０万円の給付を行ったものです。実績に応じ、５人分５０万円の
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返還が生じております。 

 次に、３目子ども医療対策費１９節扶助費です。備考にございますように、予算不足により、

３９ページのひとり親家庭等医療支給事業費の１９節扶助費から２０万９,０００を流用いたし

ました。 

 子ども医療扶助費の決算額は、令和３年度と比較して２３０万円ほど増となっております。 

 最後に、４目放課後児童対策事業費の１２節委託料です。備考にございますように、予備費か

ら５万３,０００円を充用し、同額を障害児学童保育事業費委託料で支出をしております。 

 豊前市宇島の施設で、築城特別支援学校などに通う児童生徒を対象とした学童保育を実施して

おりますが、近年、利用希望者がなく、委託料の予算計上をしておりませんでしたが、令和５年

３月からの利用希望があり、必要額を予備費から充用させていただきました。運営は、ＮＰＯ法

人鈴の音福祉会で、豊前市と本町とで３者で契約をし、両市町が利用者数に応じて費用を負担し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ４３ページ、４４ページ、４５ページ、４６ページ、あいあいセンター

所長。 

○吉富あいあいセンター所長（梅林 正典君）  ４５ページ、中段になります。４款１項１目保健

衛生総務費１８節負担金、補助及び交付金で１０７万９,０２２円の不用額についてです。 

 主には、備考欄の上から５番目の豊築休日急患センター運営事業費補助金で、１０７万

１,９２２円を戻入したことによる不用額となります。事業は予算どおりに支出を行いましたが、

実績において内科、小児科診療が増加したことで、見込みより収入増となり、各市町に差額分が

返還されましたので、戻入処理を行い、決算上は不用額となっております。 

 次の４６ページをお願いします。 

 上段になります。２目予防費１２節委託料で３５５万７,０３３円の不用額についてです。主

には、備考欄の一番上の予防接種委託料で、３４６万９,０６９円の不用額となります。 

 内訳としましては、令和４年度から接種勧奨を再開した子宮頸がんワクチンが当初の見込みよ

り少なかったことで、１３７万６,７６０円の不用額、それから、小児肺炎球菌ワクチンで不用

額４６万７,６１０円、そのほかにも、４種混合ワクチンなども同様に不用額が出たことが主な

要因となっております。 

 また、同じページの下の項目になりますが、３目母子衛生費の１２節委託料で１１４万

１,１４８円の不用額についてです。主には、備考欄の３番目の妊婦健診委託料で、１１０万

２,９７５円の不用額となります。 

 こちらは、妊婦健康診査に係る受診費用として１４回分を助成しているものですが、母子手帳
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の交付者数が見込みより少なかったことによる不用額となります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ４７ページ、４８ページ、住民課長。 

○住民課長（友田 哲也君）  ４８ページをお願いいたします。４款１項９目地球温暖化対策費の

７節報償費のよしとみ「エコまち」プロジェクト奨励金の不用額について御説明いたします。 

 予算額１,２４３万５,０００円に対しまして、２９４万２,４００円が執行残となっておりま

す。令和４年度の実績でございますが、太陽光発電システム１７件で１０２万円、蓄電池２件で

８万円、エコキュートなど高効率給湯器が３４件で１２８万円、クリーンエネルギー自動車が

３件で１２万円、家電製品が１１４件で６９９万２,６００円となっています。 

 こちらの奨励金は、年度末まで交付申請が可能ですので減額補正は行わず、執行残が生じてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ４９ページ、５０ページ、子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 順子君）  ４９ページです。４款１項１１目新型コロナウイルスワクチ

ン接種事業費で、予算額には令和３年度からの繰越予算３,７１９万１,０００円を含んでおりま

す。目全体での不用額は３,１２４万２,７３１円です。 

 予算の確保は、全ての階層の方に集団接種を行う想定で計上しておりましたが、集団接種は春

の６４歳以下への３回目接種と秋の５９歳以下への４回目接種のみでありました。９月の専決予

算で、町内医療機関での個別接種の予算も計上し、６０歳または６５歳以上の４回目、５回目の

接種を個別接種で実施しましたことが、不用額が生じた要因でございます。 

 ３節職員手当等は、集団接種の回数の減により、時間外手当の不用額でございます。 

 ７節報償費につきましては、看護師の雇上げ料を委託契約を締結し、１２節の委託料の予防接

種委託料で支出したために不用額となりました。 

 １１節役務費は、ネットやコールセンターでの申込みによる確定通知発送数の減、１２節委託

料は個別接種の件数増による予防接種委託料の支出減でございます。 

 また、予算上は全ての希望者に接種をしていただけるよう接種率を高く想定し計上しておりま

したことも、その要因となっております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  では、５１ページ、５２ページ、地域振興課長。 

○地域振興課長（石丸 貴之君）  ５２ページ、６款１項３目１８節負担金、補助及び交付金でご

ざいます。不用額１００万８,７８９円となっております。 

 主な理由といたしましては、次ページをお願いいたします。 
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 次ページの一番下、農業振興事業補助金で、これにつきましては、町が作付を推奨する地域振

興作物について、種子もしくは苗及び資材購入に要する経費の３分の２を１４名の農家の方に助

成するものと、新たに新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、農作業中の人との接触を避け

るスマート農業の推進を図るものとして、補助対象経費の２分の１を補助し、上限額を５０万円

とする事業癩癩これにつきましてはドローン購入となっておりますが癩癩を２名の方に助成して

おりましたが、この事業につきまして９９万円の不用額が生じております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ５３ページ、５４ページ、建設課長。 

○建設課長（軍神 宏充君）  ５３ページ、６款１項５目１２節のため池劣化調査業務委託料

１２１万１,１００円でございます。 

 防災重点農業用ため池のうち、宝賀池、新池、神揚池の劣化調査を国費にて実施いたしました。

調査結果では、堤体に少量の漏水が発見され、今後、経過観察を行い、必要に応じて改修工事を

検討いたします。 

 ５４ページ、６款２項３目１２節の測量等業務委託料５９４万７,７００円でございます。こ

ちらは、吉富海岸を散策や憩いの場として活用するため、車椅子の方も海岸にアクセスできるス

ロープや駐車場や展望スペースなどの基本設計を行っております。なお、不用額は入札の執行残

でございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ５５ページ、５６ページ、地域振興課長。 

○地域振興課長（石丸 貴之君）  ５５ページ、７款１項２目商工業総務費の１８節負担金、補助

及び交付金の不用額１３９万９,１５７円についてでございます。 

 主な理由といたしましては、下から３番目の経営革新計画認定事業所助成金と、４番目の事業

者チャレンジ応援補助金を、それぞれ２件分の予算を計上していましたが、１件分の助成となっ

ており、７０万円の不用額となっております。 

 また、一番下の吉富町応援商品券事業助成金につきましても、対象件数の減により６７万

８,０００円の不用額となっております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  建設課長。 

○建設課長（軍神 宏充君）  ５６ページ、８款１項１目１８節の一番下のブロック塀撤去費補助

金４７万１,０００円でございます。 

 ４件の危険ブロック塀の撤去が行われました。なお、事業費の５０％が国費、２５％が県費で

賄われております。 
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 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ５７ページ、５８ページ、建設課長。 

○建設課長（軍神 宏充君）  ５７ページ、８款２項２目１１節の土地分筆登記手数料の支出済額

８１万４,９４９円と、１６節の町道用地買収費２９万４,６０５円でございます。 

 ２路線の一部拡幅に伴い、３筆の用地買収を行いました。なお、不用額は突発的な用地買収案

件としての残額です。 

 その間の１４節工事請負費では、１１件の道路拡幅や改良工事などを行っております。なお、

不用額につきましては、入札の執行残でございます。 

 続いて、３項１目１４節工事請負費では、５件の水路修繕工事を行っております。なお、不用

額につきましては、突発的な修繕工事対応分としての残額でございます。 

 ５８ページ、８款４項２目１０節の不用額１３万４,３８３円につきましては、令和５年１月

から国の電気代助成により、町管理の外灯電気代に残額が生じたものです。 

 続いて、３目公園費１１節の不用額３９万９,９９０円は、右の植木手入れについて、剪定作

業箇所より安価な消毒作業箇所数が多かったことにおります。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ５９ページ、６０ページ、建設課長。 

○建設課長（軍神 宏充君）  ５９ページ、一番上の公園整備工事費につきましては、国と協働で

かわまちづくり事業に取り組み、水辺に親しみ、アユのつかみ取りなど、シビックプライドの醸

成や地域の活性化を図るせせらぎ水路の新設工事やそのほかの公園周辺を含む３件の工事を実施

いたしました。 

 なお、不用額につきましては、工事の変更、また突発的な修繕工事対応分としての執行残でご

ざいます。 

 ６０ページ、８款５項２目１４節の町営幸子団地住戸改善等改修工事は、半導体不足の影響に

よる令和３年度からの繰越工事の２０戸、また、令和４年度分で１２戸の改修工事を行っており

ます。 

 支出済額は、令和３年度からの繰越工事分として６,５８２万８,８００円、令和４年度分

７,４２３万２００円の合計１億４,００５万９,０００円となっており、補助対象事業費の

４５％には補助金が交付され、残りは起債等で賄われます。なお、不用額につきましては、入札

の執行残でございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ６１ページ、６２ページ、未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  ６１ページです。上のほう、９款１項１目１８節です。
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備考の２番目ですが、消火栓工事費負担金８７万８,０００円ですが、これは、毎年下水道工事

に伴う水道工事の水道管の入れ替え、これに伴いまして、２件程度の予算１８９万８,０００円

を予定しておりましたが、今年度は、けやき通りの下水道工事に伴い、いまとみクリニックの南

側の県道内に消火栓を１件設置することにとどまったため、執行残として１０２万円が残ったと

いうことでございます。 

 それと、その下、２目の７節報酬費６０万円の執行残が出ております。これは、消防団員が退

職した場合の報酬金でございますが、例年１００万円の予算を設けておりますが、今年度は経験

年数の若い団員２人が退職ということで、４０万円の支給となったため、６０万円の執行残が出

ております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ６３ページ、６４ページ、教務課長。 

○教務課長（鍛治 幸平君）  ６４ページをお願いいたします。１０款１項２目事務局費１８節負

担金、補助及び交付金の不用額５９万６,２５７円について、御説明いたします。 

 このうち主な不用額は給食費助成金です。給食費助成金については、コロナ禍における経済的

な負担が増している現状において、家庭の経済的負担を軽減することを目的として、小学生は全

額、中学生は月額１,０００円を助成したもので、予算額１,７１４万２,０００円に対し、支出

済額１,６５７万２,３５０円、５６万９,６５０円の不用額となっております。 

 不用額の主な理由は、コロナ禍における学級閉鎖や台風による休校などにより、給食を停止す

ることがあったためでございます。 

 同じく６４ページ、１０款２項１目学校管理費１節報酬の不用額１２４万１,４７８円につい

て御説明をいたします。 

 このうち、主な不用額は小学校の会計年度任用職員報酬です。予算額１,３６３万４,０００円

に対し、支出済額１,２４１万３,５２２円、１２２万４７８円の不用額となっております。 

 不用額の主な理由は、給食調理員で常勤２名を配置する計画のところ、１名のみの配置となり、

献立によって人出が要るときだけ外来対応としたことによります。 

 以上になります。 

○議長（山本 定生君）  未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  すみません、６３ページの一番上でございます。４目災

害対策費で１８節負担金、補助及び交付金の中で６０万円の予算に対して６０万円の不用額が出

ております。これは、木造戸建て住宅耐震改修補助金ということで、国が１１.５％、県が

１１.５％、合計２３％の補助事業を町が窓口として受け付けております。上限が３０万円で、

２件分の予算を上げておりましたが、申請がございませんでしたので、丸々全額が不用額となっ
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ております。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ６５ページ、６６ページ、６７ページ、６８ページ、６９ページ、

７０ページ、教務課長。 

○教務課長（鍛治 幸平君）  ７０ページをお願いいたします。１０款４項３目文化財保護費の不

用額について御説明いたします。 

 全体予算額１９４万１,０００円に対し、支出済額９４万１２９円、１００万８７１円の不用

額となっております。 

 不用額の主な理由は、埋蔵文化財の試掘確認調査に係る費用です。住宅工事などの開発に対し

て実施する試掘確認調査については、１、業者に依頼する方法、２、重機をリースし、こちらで

オペレーターを手配する方法、３、申請者に重機提供を依頼する方法の３つがございます。令和

４年度に実施した試掘確認調査は２件で、１件は業者に依頼し、もう１件は申請者に重機を提供

していただきました。 

 したがいまして、試掘確認調査に係る１０節需用費の燃料費、１１節役務費の試掘調査費、

１３節使用料及び賃借料の重機リース料について、支出なし、または不用額が生じたものでござ

います。 

 また、１２節委託料の発掘作業委託料につきましても、発掘調査を実施する案件がございませ

んでしたので、支出なしとなっております。 

 １４節工事請負費については、文化財の大規模改修や説明看板の整備費用として５０万円を当

初計上しておりましたが、説明看板１基を改修し１２万６,５００円を支出したほか、４目フ

ォーユー会館費の１１節役務費が不足したため、１１万円を流用し２６万３,５００円の不用額

となっております。 

 同じく７０ページ、１０款４項４目フォーユー会館費１０節需用費の不用額について説明いた

します。 

 予算額１,５８１万７,０００円に対し、支出済額１,５１１万５,０３６円、７０万

１,９６４円の不用額となっております。 

 主な不用額は修繕料です。１階和室の空調が故障し、夏時期であったことから、至急修繕をす

る必要が生じましたが、修繕料の予算額が不足していたため、予備費から７５万９,０００円を

流用し修繕をいたしました。その後、１階事務室の非常用放送設備が故障したため、そのほか修

繕料と合わせて２５０万円を補正し、１４９万９,８５０円を支出、９５万７,９００円が執行残

となりました。燃料費で１１万６,８５７円が不足したため、需用費全体として７０万１,９６４円

の不用額となったものでございます。 
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 同じく７０ページ、その下の１１節役務費の流用について御説明いたします。 

フォーユー会館の景観整備として予定しておりました植木手入れとは別に、植栽、剪定をしたこ

とから役務費の予算が不足し、１月分以降の通信運搬費、電話代とインターネット代の支出がで

きなくなりました。したがいまして、文化財保護費から１１万円を流用し、通信運搬費の支出に

充てたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  ７１ページ、７２ページ、７３ページ、７４ページ、総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  ７３ページになります。１１款１項公債費について、支出額

３億１,８５９万２,５８５円で、前年度比で約２,２５０万円ほどの増となっております。 

 公債費につきましては、近年、大規模な公共施設や設備の建て替えや改修などが続き、その財

源として交付税措置のある財政的に有利な起債を積極的に活用してきたこともありまして、増加

傾向が続いております。ただし、歳入に計上されております令和４年度中の町債の借入れにつき

ましては、臨時財政対策債の発行額の減少などにより２億円を下回り、前年度に比べ大幅に低い

水準となりましたので、町債の発行残高につきましては、先ほど会計管理者からも説明がありま

したとおり、前年度末に比べ１億１,０００万円ほど減らすことができております。 

 今後も将来的な公債費の負担を見据えながら、適正な範囲で計画的に起債を行ってまいります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ７４ページまで、以上、報告ありませんか。よろしいですか。 

 以上で、執行部からの説明が終わりました。 

 次に、議案第４０号令和４年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

ページを追って質疑を行います。 

 それでは、決算書の１ページをお開きください。よろしいですか。１ページ、２ページ、御質

疑ありませんか。それでは、３ページ、４ページ。 

 続きまして、事項別明細書１ページをお開きください。１ページ、２ページ。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  令和４年度における加入世帯、そして加入人数、その中の子供た

ちの未就学、１５歳、１８歳、その辺をお願いします。 

 あと、短期保険証の発行部数と資格証明書の発行数がわかるようでしたら、そのこともお願い

します。あわせて、滞納の状況も何世帯かお願いいたします。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  加入世帯数並びに被保険者数については、資格等を管理します

福祉保険課から回答いたします。 

 世帯数は、令和４年度で８３９世帯。そのうち、短期被保険者証で運用していた世帯は１７世
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帯、２２名。被保険者数が１,２６２人、前年度対比で１２１人の減。そのうち未就学児２９名、

１８歳以下の被保険者１０５名となります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  続けて、岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  すみません、滞納世帯。 

○議長（山本 定生君）  税務課長。 

○税務課長（岩井 保子君）  滞納世帯について説明いたします。 

 滞納につきましては、調定額１,８９０万３,８８９円、収納額は３１７万４,９８２円、収納

率は１６.７５％で前年度より１.１８％下がっております。 

○議長（山本 定生君）  税務課長。 

○税務課長（岩井 保子君）  滞納世帯は前年度より２世帯減りまして、１１７世帯でございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  先ほどの子供たちの加入の人数なんですけど、１８歳以下となる

と何人でしょうか。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  １８歳以下が１０５名でございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。では、１ページ、２ページありませんか。３ページ、

４ページ、よろしいですか。 

 歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  それでは、歳出に移ります。５ページ、６ページ。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  １人当たりの医療費、平均１人当たり幾らでしょうか。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  ページ数でいうところの６ページになろうかと思います。１人

当たり医療費としましては、令和４年度速報値ですが、５５万６,５６７円。昨年が５０万

１,６３３円でありました。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  ５ページ、６ページ、よろしいですか。７ページ、８ページ、９ページ、

１０ページ、１１ページまで。 

 歳出全般について御質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  以上、歳入歳出全般について御質疑はありませんか。向野議員。 

○議員（４番 向野 倍吉君）  激変緩和措置が令和５年度で終わります。現在、今後の保険料と

いいますか、来年以降の見込みはどのように考えていますでしょうか。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  御質問について、大まかなところで御説明いたします。 

 平成３０年度から、国民健康保険が都道府県を主体として、都道府県、それから市町村が運営

することとなっております。 

 決算書でいいますと、例えば、３ページの保険給付費、療養諸費、それから高額療養費という

のがあると思うんですが、事項別明細じゃなくて、歳入歳出決算書のほうの３ページになります。

合計で５億５,７１８万８,６８７円というのが、町の総医療費となります。この総医療費につき

ましては、その前のページです。４款の県支出金の１項県負担金補助金という中で、保険給付費

と特別交付金、普通交付金というもので賄われるという運用であります。 

 ただし、この保険給付費、交付金につきましての財源として、町のほうに、また３ページにな

るんですが、国民健康保険事業費納付金として求められることになります。この財源を確保する

ために、町は、改めて１ページお願いします。国民健康保険税として、加入被保険者に御負担し

ていただいているという流れであります。 

 この納付金と、それから国保税、それから法定繰入金となります基盤安定繰入金等を合わせま

して、令和４年度で２,０３０万６,５１９円というのが不足します。この不足分について、基金

を取り崩し運用している状況でございます。 

 先ほど、議員のほうから激変緩和措置というのが令和５年度で終了するというお話がございま

した。この激変緩和措置が終了した後のお話ですが、現在、先ほどの事業費納付金というのが、

県のほうから町に対して１億８,００１万５,０００円というのが事業納付金として請求されてい

るわけです。この支払いの財源を加入被保険者の保険税、それから法定繰入れとなります基盤安

定繰入金、不足分については、基金等を取り崩して運用しているという状況なんですが、この激

変緩和措置が６年度からなくなるということで、６年度以降、新たに県のほうが国保運営方針と

いうのを現在定めております。この国保運営方針という中で、令和６年度以降の事業納付金の荒

い試算ではありますが、提供されております。現状では１億９,２５４万１,０００円というのが、

６年度以降から請求されるものと考えられます。 

 ただし、事業納付金の算定基礎となります中で、１人当たり医療費というのが算定の基礎とな

ります。１人当たり医療費が５０万１,０００円から本年度５５万円を超える１人当たり医療費

でございます。国が令和６年度の予算編成に用いる１人当たり医療費というのがありますが、そ
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の算定基礎となるものについては、４２万６,４４３円というのが国が設定する際の１人当たり

医療費というところで算定しているようです。この間の差額というのはどうしても不足すること

になります。 

 町は、この不足分に対応するために、再三議論の中に上がっていきますが、国保税率の見直し

であったり、繰入金であったり、そういうお話がございますが、当分は基金を取り崩して運用す

るというのが一般的な考え方なんですが、それでも１億少ししか基金がございませんので、先ほ

どのお話から３,０００万、４,０００万、５,０００万というような基金の取崩しが今後発生す

るものと考えられます。 

 １人当たり医療費というのが毎年増額している状況にあります。この１人当たり医療費の過去

３年間の平均額が事業納付金の算定する基礎となりますので、ずっと増嵩し続けている町にとっ

ては、平均額も同様に増嵩しているという状況にありますので、福祉保険課としましては、加入

している方々の健康等を考えていただくための取組というのを新たに展開しているところであり

ます。とはいえ、取組した結果というのがすぐに出ることがないので、当分の間は納付金という

のが増嵩になります。 

 あくまでも、荒い試算で、先ほど私が１億９,０００万円超というお話をしたんですが、これ

はあくまでも令和３年度の算定の際に用いた数字でございます。令和３年度の算定に用いた数字

から、さらに１人当たり医療費が増額となっておりますので、令和６年度の事業納付金というの

が２億を超えるところも事務方としては想定している状況であります。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  向野議員。 

○議員（４番 向野 倍吉君）  基金を使うということですけども、当然、税率の見直しも考えて

いかないといけないのではないかと思います。使うのが減ればその分出すのも少なくなると思う

んですけれども、税率の見直しあたりも本年度あたり、来年度あたりから始めるのでしょうか。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  お答えします。 

 町の現行税率、先ほどの医療給付費分でいいますと、所得割が御存じのとおり７％、均等割が

２万円、それから平等割、世帯割ですが２万円というところでございます。これが、県が毎年、

町の医療費に相当するところでの標準保険税率というのをお示し頂いているところなんですが、

令和４年度でいいますと、所得割が８.０９％、均等割が２万４,２５０円、平等割が２万

３,５０１円、町が運用しています税率、税額等の開きとしまして、所得割では１.０９％の町の

ほうが少ないと。それから均等割で４,２５０円、平等割で３,５０１円というのが、それぞれ町

のほうは少ない状況です。 
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 これが、令和５年度については、先ほど来、１人当たり医療費が増嵩しているというところも

ございます。県が示している数字としては、所得割が８.６％、均等割が２万６,１８８円、平等

割が２万５,６２０円、それぞれ町の現行税率等との比較として、所得割ではマイナス１.６％、

均等割ではマイナス６,１８８円、平等割でマイナス５,６２０円というのが、標準保険税率から

比較すると、町のほうが求める標準税率からすると、随分低い設定となっている状況です。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  次に、実質収支に関する調書１２ページ。財産に関する調書１３ページ。 

 以上、決算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 それでは暫時休憩いたします。再開は１３時１０分とします。 

午後０時07分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時10分再開 

○議長（山本 定生君）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、議案第４１号令和４年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、

ページを追って質疑を行います。よろしいですか。 

 それでは、決算書１ページをお開きください。１ページ、２ページまで。よろしいですか。 

 続きまして、事項別明細書１ページ、２ページ。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  １ページなんですけども、保険料に関してですが、保険料に関し

て、後期高齢者の医療制度に加入している人数と、そのうちの７５歳以下の方の人数、それと、

以前、予測ではお聞きしているんですけれども、実績として令和４年１０月以降に２割負担にな

った方の数を分かれば報告をお願いします。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  加入被保険者数ですが、令和４年度で１,１０４人の方、その

うち７５歳未満が２７人の方、残る１,０７７人が７５歳以上ということです。 

 また、負担割合が令和４年１０月１日から旧１割負担が２割負担となった方の内訳ですが、旧

１割負担が１,０８３人だったものから、１７４名の方が２割負担、残る９０９名の方が１割負

担という状況です。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。それでは３ページ、４ページ。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  ３ページなんですけども、１人当たりの医療費、お願いいたしま
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す。 

○議長（山本 定生君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（別府 真二君）  １人当たり医療費で、１０７万１,６５２円です。ちなみに、

県内６０市町村中５４番目ということです。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  よろしいですか。それでは歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  歳出全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  以上、歳入歳出全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、実質収支に関する調書、５ページ。 

 以上、決算書全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第４２号令和４年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について、ページを

追って質疑を行います。 

 決算書１ページをお開きください。 

 １ページ、２ページまで。歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  ３ページ、よろしいですか。 

 続きまして、事項別明細書１ページをお開きください。 

 歳入１ページ、２ページまで。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  令和４年度の貸付けの実績についての報告をお願いいたします。 

○議長（山本 定生君）  教務課長。 

○教務課長（鍛治 幸平君）  お答えいたします。 

 令和４年度は４７名の方が返還金……。（「返還じゃなくて」と呼ぶ者あり）貸付け。（「貸

付け」と呼ぶ者あり）失礼しました。令和４年度は１３名の方に貸付けをしております。内訳は

大学生４名、短大生が３、専門学生が５人、高校生が１人です。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  では、歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山本 定生君）  歳出３ページ。歳出全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  ４ページ、実質収支に関する調書。財産に関する調書、５ページ。 

 以上、決算書全般について御質疑ありませんか。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  吉富町の奨学金は、近年、とても借りやすくなったというふうに

改善されていると理解しているんですけど、その割には、今度の減額補正について、伸びていな

いような気がするんです。何か原因について考えておられるようなことがありましたらお願いい

たします。 

○議長（山本 定生君）  教務課長。 

○教務課長（鍛治 幸平君）  減額の理由につきましては、当初予算のときに最大貸付金額を計上

しておりますので、条例上の最大人数で計上しておりますので、どうしてもそこに満たない場合

は減額という形になります。 

 近年の人数で見ますと、令和３年が６名、令和４年が５名、今年度は見込みも入れて７名とな

っているんですけども、微増ではありますけども、増えている状況にはあります。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  岸本議員含め、議員の皆さんにお願いを申し上げます。質問のときは、

語尾、最終的に何が聞きたいかを明確に質問してください。聞き取りにくいので、こちらも答弁

がかみ合っているのかどうかが確認ができません。よろしくお願いします。 

 それでは、ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第４３号令和４年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について、

ページを追って質疑いたします。 

 水道事業会計決算書１ページと２ページをお開きください。収益的収入及び支出の収入全般に

ついて、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  いいですか。支出全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、３ページと４ページをお開きください。資本的収入及び支出の収

入全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  皆さんに申し上げます。質疑がない場合は、なしとお答えください。 
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 支出全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、５ページ、重要な会計方針に関わる事項に関する注記。 

 次に、６ページ、損益計算書６ページ。剰余金計算書７ページ、８ページまで。同じく７ペー

ジ、剰余金処分計算書。 

 次に、貸借対照表９ページ、１０ページ、資本の部まで。 

 以上、決算書全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 次に、令和４年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について、ページを追っ

て質疑を行います。 

 下水道事業会計決算書１ページと２ページをお開きください。収益的収入及び支出の収入全般

について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 支出全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、３ページと４ページをお開きください。資本的収入及び支出、収

入全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  支出全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、５ページ、重要な会計方針に関わる事項に関する注記。 

 次に、損益計算書６ページ。剰余金計算書７ページ、８ページ。同じく７ページ、剰余金処分

計算書案。 

 次に、貸借対照表９ページ、資産の部、１０ページ、資本の部まで。 

 以上、決算書全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題になっております議案第４０号から議案第４４号までの５議

案は、それぞれの所管委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４０号令和４年度吉富町国民健

康保険特別会計歳入歳出決算の認定については、福祉産業建設委員会へ。議案第４１号令和４年

度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、福祉産業建設委員会へ。議案

第４２号令和４年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定については、総務文教委員会へ。

議案第４３号令和４年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定については、福祉産業

建設委員会へ。議案第４４号令和４年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につ

いては、福祉産業建設委員会へ。 

 以上のとおり、それぞれの委員会に付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．報告第６号 令和４年度吉富町健全化判断比率の報告について 

○議長（山本 定生君）  日程第９、報告第６号令和４年度吉富町健全化判断比率の報告について

を議題にいたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  議案書１１ページをお願いいたします。 

 報告第６号令和４年度吉富町健全化判断比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、令和４年度吉富町健全

化判断比率を別紙監査委員の意見をつけて報告いたします。 

 健全化判断比率の４つの比率について御説明をいたします。 

 議案書１２ページを御覧ください。 

 まず、表の①実質赤字比率につきましては、令和４年度が黒字決算となっており、算定されな

いという状況ですので、横棒で表示をしております。早期健全化基準の１５.０％と比較すると、

これを大きく下回っています。 

 次に②連結実質赤字比率につきましても、令和４年度が黒字決算となっており、算定されない

という状況ですので、同じく横棒で表示をしております。早期健全化基準の２０.０％と比較す

ると、これを大きく下回っております。 

 次に、実質公債費比率につきましては、令和４年度が８.４％となっておりまして、前年度比

０.４％の増となっております。町債の元利償還金の額などが前年度より増加したことから、や

や前年度に比べ数値が上がりましたが、早期健全化基準の２５.０％と比較をいたしますと、こ

れを大幅に下回っております。 

 最後に④将来負担比率につきましては、基金の残高が増加したことなどにより、令和４年度は

充当可能財源等が将来負担額を上回ったため、算定をされないという状況ですので、横棒で表示

をしております。昨年度は２.６％と算定されておりましたので、昨年度に比べ改善をしており
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ます。早期健全化基準の３５０.０％と比較をいたしますと、これを大幅に下回っております。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。是石英俊監査委員。 

○監査委員（是石 英俊君）  令和４年度吉富町健全化判断比率の報告について、地方公共団体の

財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により関係書類を監査した結果、その意見は次の

とおりであります。 

 審査対象は、令和４年度の財政健全化比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類であ

ります。 

 審査終了は令和５年８月２８日であります。 

 財政指標の算定要素となった書類等を慎重に審査した結果、適正に作成され、法令等に照らし

財政規模の算出過程に誤りがなく正確であると認めました。 

 詳細につきましては、審査意見書のとおりであり、それぞれの基準値を大幅に下回っており、

良好であると認めました。 

 令和５年９月５日、吉富町監査委員是石利彦、同是石英俊。 

○議長（山本 定生君）  以上で報告説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１０．報告第７号 令和４年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告について 

○議長（山本 定生君）  日程第１０、報告第７号令和４年度吉富町水道事業会計資金不足比率の

報告についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  議案書の１４ページをお願いいたします。 

 報告第７号令和４年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、令和４年度吉富町水

道事業会計資金不足比率につきましては、資金不足は発生せず算定されませんでしたので、監査

委員の意見をつけてその旨御報告するものでございます。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。是石英俊監査委員。 

○監査委員（是石 英俊君）  令和４年度吉富町水道事業会計健全化審査意見について、地方公共

団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、関係書類を監査した結果、その

意見は次のとおりであります。 

 審査対象は、財政健全化判断比率及び算定の基礎となる事項を記録した書類でありまして、審

査終了日は、令和５年８月２８日であります。 
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 財政指標の算定の基礎となった書類などを慎重に審査した結果、適正に作成され、法令などに

照らし財政規模の算定過程に誤りがなく正確であると認めました。 

 詳細につきましては、審査意見書のとおりであり、それぞれの基準値の２０％を大幅に下回っ

ており、良好であると認めました。 

 令和５年９月５日、吉富町監査委員是石利彦、同是石英俊。 

○議長（山本 定生君）  以上で報告説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１１．報告第８号 令和４年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告について 

○議長（山本 定生君）  日程第１１、報告第８号令和４年度吉富町下水道事業会計資金不足比率

の報告についてを議題にいたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  議案書の１６ページをお願いいたします。 

 報告第８号令和４年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、令和４年度吉富町下

水道事業会計資金不足比率につきましては、資金不足は発生せず算定されませんでしたので、監

査委員の意見をつけてその旨御報告をいたします。 

 以上でございます。 

○議長（山本 定生君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。是石英俊監査委員。 

○監査委員（是石 英俊君）  令和４年度吉富町下水道事業会計経営健全化審査意見について、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、関係書類を監査した結果、

その意見は次のとおりであります。 

 審査対象は、財政健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記録した書類でありまして、

審査終了日は令和５年８月２８日であります。 

 財政指標の算定の基礎となった書類などを慎重に審査した結果、適正に作成され、法令などに

照らし財政規模の算定過程に誤りがなく正確であると認めました。 

 詳細につきましては審査意見書のとおりであり、それぞれの基準値の２０％を大幅に下回って

おり、良好であると認めました。 

 令和５年９月５日、吉富町監査委員是石利彦、同是石英俊。 

○議長（山本 定生君）  以上で報告説明を終わります。 

 是石監査委員は退席されて結構でございます。お疲れさまでございました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．議案第４５号 令和５年度吉富町一般会計補正予算（第３号）について 
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○議長（山本 定生君）  日程第１２、議案第４５号令和５年度吉富町一般会計補正予算（第

３号）についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第４５号については、本日の質疑を省略

し、予算決算委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４５号令和５年度吉富町一般会

計補正予算（第３号）については、本日の質疑を省略し、予算決算委員会に付託することに決し

ました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１３．議案第４６号 令和５年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

             について 

○議長（山本 定生君）  日程第１３、議案第４６号令和５年度吉富町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）についてを議題といたします。 

 これから、ページを追って質疑に入ります。 

 補正予算書１ページ。歳入２ページ。歳出３ページ。 

 次に、４ページ、事項別明細書、総括、歳入。５ページ、同じく、総括、歳出。 

 次に、歳入６ページ、７ページまで。歳出８ページ。９ページまで。 

 歳入歳出全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  次に、１０ページ、給与費明細書、総括、１１ページ、給与及び職員手

当の増減額の明細について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第４６号は、福祉産業建設委員会に付託し

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４６号令和５年度吉富町国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１４．議案第４７号 令和５年度吉富町水道事業会計補正予算（第２号）について 
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○議長（山本 定生君）  日程第１４、議案第４７号令和５年度吉富町水道事業会計補正予算（第

２号）についてを議題といたします。 

 これから質疑に入ります。 

 補正予算書１ページ。補正予算実施計画、収益的収入及び支出、支出２ページ。予定貸借対照

表、３ページ、４ページ。補正予算書、収益的収入及び支出、５ページ。給与費明細書、６ペー

ジ。 

 以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第４７号は、福祉産業建設委員会に付託し

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４７号令和５年度吉富町水道事

業会計補正予算（第２号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１５．議案第４８号 教育委員会委員の任命について 

○議長（山本 定生君）  日程第１５、議案第４８号教育委員会委員の任命についてを議題といた

します。 

 担当課長に説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（奥本 仁志君）  それでは、議案書２１ページをお願いいたします。 

 議案第４８号教育委員会委員の任命について、吉富町教育委員会委員に次の者を任命したいの

で同意を求める。 

 住所、吉富町大字土屋４３３番地２。氏名、宮房英德。昭和３０年９月８日生まれ。 

 令和５年９月３０日をもって任期が満了する向野美和子氏の後任として宮房英德氏を任命した

いので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求

めるものでございます。 

 宮房氏は、本日がちょうど誕生日ということで６８歳を迎えられております。福岡大学経済学

部経済学科を御卒業後、仏教大学の小学校課程を修了され、昭和５５年に遠賀郡芦屋町立山鹿小

学校に着任、その後は豊前市や築上郡内の小学校に教諭として定年退職まで務められました。 

 常に子供中心の考えを大切にされ、子供たちを目の前に置いて、一人一人に学ぶことの大切さ

を諭され、スポーツや野外活動の楽しさを感じてもらい、会得させる指導にはすぐれた力を発揮

されてこられました。退職後も、支援員や非常勤講師として、今も現役で子供の教育に携わって
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おられます。 

 また、お住まいの自治会においても主要な役員を経験されるなど、地域活動にも貢献をされて

おります。お人柄はもちろん、これまでの経験や力量等も申し分なく、本町教育委員会委員とし

て適任であると考えております。 

 なお、任期は本年１０月１日から４年間となります。 

 以上で説明を終わります、よろしく御審議の上、御同意くださいますようお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（山本 定生君）  担当課長の説明が終わりました。 

 これから質疑に入ります。本案に対して御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第４８号は、会議規則第３９条第３項

の規定により、委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４８号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  討論なしと認めます。これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから、本案を採決いたします。本案は原案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 定生君）  御異議なしと認めます。よって、議案第４８号教育委員会委員の任命に

ついては、原案のとおり同意することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１６．報告第９号 経営状況の報告について（株式会社ツクローネ吉富） 

○議長（山本 定生君）  日程第１６ 報告第９号経営状況の報告について（株式会社ツクローネ

吉富）を議題にいたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。地域振興課長。 

○地域振興課長（石丸 貴之君）  それでは、議案書の２２ページをお願いいたします。 

 報告第９号経営状況の報告についてでございます。 
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 令和４年度株式会社ツクローネ吉富の経営状況について、地方自治法第２４３条の３第２項の

規定により、別紙のとおり報告するものでございます。 

 事業報告書の１ページをお願いいたします。 

 １、事業概要の下段にありますように、自主財源確保のため広告看板事業を軸に、昨年度は町

政施行８０周年記念事業にも携わり地域貢献事業を実施いたしました。また、交流マルシェや特

産品開発などの事業継承をするため民間会社と共同企業体となり、理想に向けての取組を行って

おります。 

 ２の事業の実施状況についてでございます。 

 収益事業として、１のプロモーション事業と２の代理店事業に取り組みました。 

 １のプロモーション事業では、小犬丸交差点の屋外広告看板５社契約、また、デジタル看板事

業では５社契約を行っております。 

 ２の代理店事業では、新電力代理店事業で、役場関連１０１件、その他２１件の契約により

９９万２,０１３円を売り上げております。 

 なお、エネルギー等物価高騰の影響を受け、役場関連の契約が大きく見直されております。 

 次に、社会貢献事業として、次の６事業を実施いたしました。 

 ３の１日駅長体験事業、４の空き家店舗利活用事業、５の交流マルシェ開催支援、６の特産品

開発支援、７の町政施行８０周年記念事業、８の地域脱炭素プロジェクト事業に取り組んでおり

ます。 

 特に、７の町政施行８０周年記念事業は、ＤＲＵＭ ＴＡＯの特別公演や町主催の大衆演劇の

運営管理業務を受託し、コロナ禍ではありましたが、町とまちづくり会社が車の両輪となって取

り組んだことにより、町民の皆様の笑顔が取り戻され、大盛況に幕を閉じました。 

 また、大衆演劇でのチケットの売上げにつきましては、社会福祉に寄与するため、社会福祉協

議会へ寄附を行いました。 

 最後に、９の看板商品事業では、観光の構築や吉富干潟で取れるアサリを活用して、常温保存

可能な商品開発を行っております。 

 ３ページの損益計算書をお願いいたします。 

 １の売上高１,０３４万２,４２６円の主な内容といたしましては、先ほども申し上げましたが、

デジタル看板広告掲載料２２０万円、小犬丸交差点看板６９万３,０００円、空き家家賃収入

５５万円、委託事業のＤＲＵＭ ＴＡＯ４０１万円、エフビット９９万２,０１３円などです。 

 ２の売上原価につきましては、令和４年度の仕入れはございませんでした。 

 ３の販売費及び一般管理費２,０２６万４,９４５円の主な内容といたしましては、人件費

５０９万６,１２４円。落雷により故障したＬＥＤビジョンの修繕費１１１万６,２８０円、外注
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費１,１２２万、ＤＲＵＭ ＴＡＯ委託事業が３９６万、観光庁事業として７２０万、看板営業

補償費６万円が含まれております。 

 ４の営業外収益は１,０４４万３,１３７円が主な収入となっております。 

 この結果、一番下の令和４年度の当期純損失は１４５万６,３２７円となり、この要因は、業

務の外注費や人件費などに経費がかかり、これに対する売上高が伸び悩んだことや、緊急の修繕

費が発生したことが起因しております。 

 ４ページの貸借対照表をお願いいたします。 

 １の流動資産、（１）現金及び預金２０万８,５７１円です。 

 こちらにつきましては、前年度の期末残高４１万５,７７９円に補助金や売上げなどの

２,０７８万５,５４５円を加えたものから、事業費として２,０９９万２,７５３円を支出してお

ります。その主な経費といたしましては、先ほどの損益計算書に計上されているものが含まれま

す。 

 続いて、令和５年度の事業計画を御説明いたします。 

 令和５年度の事業計画の１ページ目、中段２の事業の実施計画についてです。 

 令和４年度に引き続き、自主財源の確保に向けた収益事業として、１のプロモーション事業か

ら３の空き家店舗利活用事業に取り組みます。 

 また、地域貢献事業として、町からの事業継承を目標に、４の交流マルシェ開催支援と５の特

産品開発支援、６の地域脱炭素プロジェクト事業や７の新たな観光地域づくり事業、さらに８の

公共事業の受託業務や９のリサイクル事業を検討していくことを計画しております。 

 このように、設立時の目的にありますように、女子集客のまちづくり事業の継承や発展、そし

て町の魅力向上及び発展に資する事業として、現在取り組んでいますプロモーション事業や社会

貢献事業を発展させていく計画となっております。 

 収支計画といたしましては、本年度が地方創生推進交付金の最終の年度であることから、町の

補助金３００万円に加え、主軸となるＬＥＤ看板事業の拡大を図り、３５０万円の売上高を見込

み、これは経常的経費の支出、特に人件費につきましては２名の役員の方が無報酬として体制の

見直しを行っていることから、収支のバランスが取れ、本事業を十分に実施していける見込みが

あるというふうに考えております。 

 最後に参考資料といたしまして、ツクローネ吉富の平和５年度の収支予算書を添付しておりま

す。 

 以上で、株式会社ツクローネ吉富の経営状況の報告を終わります。 

○議長（山本 定生君）  以上で、報告説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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○議長（山本 定生君）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。長時間お疲れさまでした。 

午後３時47分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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